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お客さまの先の行動を見越して
フォローできる相談相手でありたい

　私が専門とする分析化学は、化学の
分野では派手な分野ではないかもしれ
ません。しかし、新たな現象が発見される
ときには、必ず新たな分析手法の発見
や開発がセットになっています。例えば、
ある現象が発見できたのは、ナノメート
ル単位で観察する方法が開発されたか
らこそであったりするので、そういった点
にとても興味を持ちました。
　現在は、蛍光X線分析装置やフーリ
エ変換赤外分光光度計（FT/IR）を使っ
た機器分析を主に担当しています。お
客さまから分析を依頼される材料は、本
当に多種多様です。幅広い知識が求め
られるのは大変ですが、やりがいにも通
じます。
　あまり経験がない材料を分析するとき
は、他の研究員に助言を求めることもあ
ります。私は入所以来、ずっと多摩テク
ノプラザの所属なので、本部などの他の
事業所には、顔をあわせたことのない研
究員もいますが、「○○について教えて
ください。」と電話で相談すると、丁寧に
教えてくれます。

　多摩テクノプラザで整備している機
器だけですべてが解決するとは限りませ
ん。そのような中でも、できるかぎり対応
してお客さまに良いアドバイスをしたいと
考えています。例えば、異物分析では、そ
の物を分析するだけでなく、製品の製造
過程などを詳しく知ることも大切です。ど
んな状況で異物が発見されたのか、どん
な頻度で起こるのか、といったことを細か
くヒアリングしています。
　また、結果報告では、ご相談いただい
たお客さまだけでなく、その先にいる方へ
もお客さまからきちんと説明していただけ
るよう、フォローするよう心がけています。
　私が担当する機器分析では、結果を
どう解釈するかによっても企業側の判
断が変わってきますので、その責任を常
に意識しています。
　都産技研で働いているからには、い
つでもお客さまに頼りにされる存在であ
りたい─。そう考えています。

スピーカーは、1920年代に発明され
た磁石とボイスコイル・振動板を用いる
ダイナミック型スピーカーが主流となって
いました。2000年代に入り、モバイル端
末の薄型化や小型化が進み、使用する
フェライト磁石やボイスコイルの小型化
が当時難しかったダイナミック型スピー
カーに代わる方式として、ブザーなどの
用途で使用される圧電型スピーカーの
研究開発が行われました。
圧電型スピーカーは、①極めて薄く軽

い構造、②省電力、③磁力を発しない、
という特性を持つため、ダイナミック型ス
ピーカーに代わり、モバイル端末などへ
の導入が期待されました。
現在、圧電フィルム（PVDF※1）を利

用した製品など、圧電型スピーカーの薄
さや軽量という特長を活かした製品が市
場に登場しています。
しかし、視聴用スピーカーとして圧電
型スピーカーのシェアはわずかで、導入
が期待された薄型のモバイル端末や小
型のイヤフォンへの採用を、多くの企業
が見送っています。
圧電型スピーカーの普及が進まない

理由を山形大学 理工学研究
科 の井坂氏は、次のように説
明します。
「圧電型スピーカーが機構
原理的に苦手とする、低音域
の改良が十分に進まなかった
からです。」
圧電型スピーカーとダイナ

ミック型スピーカーの音圧をグ
ラフ上で比較すると、100Hz～1kHz
の中低音域において差がはっきりと見
て取れます（図1）。
　

「この音域は、ドラムやバスの音の再
現性に影響します。この音域の音を圧
電型スピーカーで再生すると、おもちゃ
のような軽い音になってしまうのです。」
（井坂氏）
「低音域を苦手とするが小型の圧電
型スピーカー」、「小型化が困難だが音
質の良いダイナミック型スピーカー」とい
う棲み分けも一時期謳われましたが、
フェライト磁石よりも磁力が強いネオジ
ム磁石の普及により、ダイナミック型ス
ピーカーの小型化が進み、低音域の課
題を克服できていない圧電型スピー
カーを圧倒したのです。

東北パイオニア（株）が開発した車載
用HVT方式スピーカーは、振動板とボ
イスコイルの間にリンク機構（図2）を組
み込み、従来構造の1/3、厚さ10mm
のダイナミック型スピーカーです。車内
側壁に取り付けるサテライトスピーカー
において、サイズが大きい従来品は、
バックミラーへの映り込みや同乗者の

体への接触が指摘されていました。
「薄型化のためにボイスコイルのスト
ロークを縮めると低音域が悪化します。そ
のままでは売れる製品にはなり得ません。
薄型化と低音域の両立のために開発し
たのがリンク機構です。」と、東北パイオ
ニア（株）の堀米氏は言います。
要のリンク機構は、素材や部品を検
討し、約500もの試作とそれを上回る回
数の3次元シミュレーションを重ねて完
成しました。
低音域を確保し、高品質な音の再生と
薄型化を両立したHVT方式スピーカー
は、車載用にとどまらない製品展開が可
能と同社では考えており、さまざまな分野
への展開をにらみ、開発を行っています。

小型化と音質の両立が、市場におけ
る成否を分ける視聴用小型スピーカー。
そのため、研究開発は音質を損なわず
にどう小型化するかに集約されます。今
後は、有機ELなどの進歩により、多用
途化が進むと考えられる映像に対してス
ピーカーがどう進化し対応していくのか、
その研究開発が注目されています。
※１ PVDF  Poly Vinylidene DiFluoride
※２ HVT　 Horizontal-Vertical Transforming

薄型化や小型化の流れはスピー
カーにも波及。ここ数年、技術動向
が注目されています。その成否の
鍵は「低音域」。

最近注目されている技術を
取り上げてご紹介します

大学・大学院修士課程にて分析
化学を専攻。現在、依頼試験業
務で、さまざまな材料分析に携わ
る。趣味はサッカー観戦。
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幅広い分野の専門知識を
求められる機器分析業務

ダイナミック型スピーカーと
圧電型スピーカー

小さい異物の分析では、
顕微鏡の付属した装置
を使います。
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常に意識しているのは
企業への責任

元素111の新知識※

桜井　弘／講談社 ISBN4-06-257192-7
元素の事典
馬淵 久夫／朝倉書店 ISBN4-254-14044-4
いろいろな元素の用途がわかり、分析の際に役立ちます

わたしの
おススメの本

お客さまから得られる
情報は、分析結果と
同じくらい重要です。

サッカー日本代表戦を
観戦しにオーストラリア
へ行きました

※この本は現在絶版となっており、増補版（ISBN 4-06-257805-9）が出版されています。お買い求めの際は増補版をお求めください。
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◀図2 
リンク機構は、コイルからの振動エネ
ルギーを極力損なわないよう、軽さと
耐久性に優れた素材を組み合わせ
た、貼り合わせ構造。
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図1 圧電型スピーカーとダイナミック型スピーカー
の音圧の比較

▲一般的なスピーカーとHTV方式スピーカーの比較
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